
氏名： 尾方　佑輔 Ver,12

①【感謝の輪を広げる会員拡大】

②【1月例会アワーの企画・実施】

2)KPI 2市1町の企業や各種団体の参加者50名
現役出席率100%

③【3月例会アワーの企画・実施】

2)KPI 2市1町の企業や各種団体の出席者50名
現役出席率100%

室長
2023年度　一般社団法人　飯塚青年会議所　アクションプラン

会員拡大室

（事業）■拡大に繋げる3月例会アワーを企画・実施します。

■会員拡大に繋げる1月例会アワーを企画・実施します。 （事業）
1)JCI飯塚を知っていただく機会となるようなアワーを公開例会を通して行います。

3)パートナー 2市1町の企業や各種団体

■組織で取り組む会員拡大活動を行います。 （推進）

会員拡大活動は一般社団法人 飯塚青年会議所(以下、JCI飯塚)が存続していくうえで必ず必要なものです。
また、メンバーの数もより多くいた方がJC運動の幅も拡がり、多くのメンバーと時を共有することで、より
多く恩に報いる機会を創出することができます。しかし、現状では会員拡大担当メンバーの裁量に依存して
しまっている部分があり、メンバー全員が当事者意識をもって会員拡大活動の必要性を認識できていないの
ではないでしょうか。会員拡大活動は、担当者のみが行うものではなく組織全体として取り組まなくてはい
けないものであるため、組織自体の拡大に対する意識改革を行う必要があり、今後も組織として発展してい
くためには、毎年会員拡大活動が安定的に行える持続可能な仕組みを構築しなければならないと考えます。

(現状と課題)

(事業内容）

3)KPI
2)会員拡大をすることの必要性を現役メンバーへ共有する機会を設け、伝え続けていきます。
1)会員拡大活動を行っていくなかで得た経験をもとに、仕組みを構築してまいります。

4)パートナー シニアクラブ

1)JCI飯塚のメンバーと関わり交流を深める機会となるような公開例会を行います。

3)パートナー 2市1町の企業や各種団体

(目的)

(事業内容）

(現状と課題)

(目的)

(事業内容）

対内:
■2024年度以降も毎年会員拡大活動が持続的にできる仕組みを構築することを目的とします。
■主体的に会員拡大活動に参画する現役メンバーの意識の醸成することを目的とします。

■入会候補となり得る飯塚市・嘉麻市・桂川町(以下、2市1町)の企業や各種団体にJCI飯塚がどんな組織で
何をやっている団体なのかということを伝えていかなければなりません。また、JCI飯塚全メンバーにおい
ては、なぜ会員拡大が必要なのかということを共通認識としてもてていないため、その必要性を知っていた
だく必要があります。

対内:
■JCI飯塚現役メンバーに対して、会員拡大活動の必要性を理解していただくことを目的とします。
対外:
■入会候補となり得る2市1町の企業や各種団体の人たちにJCがどんな組織なのかを知っていただくことを目
的とします。

■入会候補となり得る2市1町の企業や各種団体の人たちと単発的な接触が多く、関係性を深めるための交流
機会が少ない状況にあります。入会候補者との交流頻度を高めるためのきっかけが必要と考えます。

対内:
■JCI飯塚全メンバーに対して、入会候補となり得る方々と交流機会を設け関係性を築けるきっかけとなる
ことを目的とします。
対外:
■入会候補となり得る2市1町の企業や各種団体の人たちと交流を深める機会を創出することを目的としま
す。

(現状と課題)

(目的)

現役メンバーの当事者意識をもった会員拡大意識の成熟率100％



④【新春祝賀会(懇親会)の企画・実施】

※1)Verは修正したら更新する。
※2)英数字は半角を使用する。
※3)MSゴシック11Pを使用する。

■対内：JCI飯塚全メンバーが感恩報謝の精神を持って事業に取り組む事で、今後のJC活動に繋げる事を目
的とします。
■対外：参加した、来賓の方、シニアクラブの先輩方と懇親会の中で交流を深める時間を長くし、さらに今
後行っていくJC運動に対して理解を深めていただきます。

(現状と課題)

3)パートナー シニアクラブ、来賓の方、来訪JC

■これまで執り行われてきた新春祝賀会の懇親会では、来賓の方、シニアクラブの先輩方、来訪JCとの関わ
りを持つ機会がありましたが、今後さらにJC運動を加速させていくためには、現役メンバーが来賓の方、シ
ニアクラブの先輩方とより関わる機会、時間を増やす必要があります。

■新春祝賀会（懇親の部）の企画・実施
1)70周年という大きな節目の中で、来賓の方、シニアの先輩方、来訪JCと関係性を築
くことで、今後のJC運動のご理解、ご協力をいただける場を提供する懇親会を企画・
構築します。

（事業）

2)KPI 関係性の高い方との席次の設定を行い、各理事メンバーを各テーブルに配置し2023年
度活動内容を伝えます。

(目的)

(事業内容）



年間事業フレーム

室長　尾方　佑輔
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1月例会アワーの企画・実施

3月例会アワーの企画・実施

VOICEの発刊

70周年記念室と共に行う70周年記念事業

JCI飯塚全体で取り組む山笠運営
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作成準備期間
2024年度作成担当者
との打ち合わせ

作成実施
原本の校正
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議

会員拡大の必要性を現役メンバーに共有

校正完了

70周年記念事業の方向性の確認 本番
連携団体との連絡・会議等の協力

70周年記念室との交流
検証・報告
引継ぎの協力

記念事業に向けての
意識の統一

広報活動
事前準備の協力

12月7月 8月 9月 10月 11月

一般社団法人　飯塚青年会議所

会員拡大室
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準備期間

拡大活動
リストアップ

準備期間 事業実施 検証
事業報告
引継

企画立案
準備期間
連絡調整

検証
事業報告
引継

入会メンバーフォローアップ
入会見込みの方との交流
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現役メンバーに対する会員拡大の意識の醸成
中間アンケートの実施

検証
お礼状の
発送

新春祝賀会における懇親会の企画・実施

事後アンケートの実施

事業計画
協議クール

事業計画
審議クール

感謝の輪を広げる会員拡大

会員拡大活動の仕組みを構築

山笠担当者との連絡調整・会議等への協力 本番 山笠担当者との連絡調整・会議等への協力

本会・他LOMのヒアリング
リストアップ

会員拡大の必要性を対内メンバーに共有
シニアとの協力関係構築
事前アンケートの実施

事業計画
協議クール

事業計画
審議クール

事業計画
協議クール

事業計画
審議クール

事業報告・引継

事業実施

新春参加者リスト作成
連絡先の確認・連絡
会場選定・打ち合わせ
ゲストとの打ち合わせ

招待状の
作成発
送・連絡

企画立案
議案作成

引継

事業実施


